
－ 福祉部 B60 －

平成25年度予算見積調書(2月補正予算)

B60

課室名:課室名:こども安全課

内線:内線:3331

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

昭和38年度～

会計 款 項 目

一般会
計

児童福
祉費

民生費 児童福祉施設
費

説明事業

児童福祉施設整備助成費

戦略項目

担当名:担当名:養護担当

児童福祉法第５６条の２、次世代育成支援対策推進法第１１条

、次世代育成支援対策施設整備交付金交付要綱（国） 010102　児童虐待防止対策の充実

予算額

決定額 △56,427△56,427

現計額 625,426625,426

△45,527△45,527

416,949416,949

2,3522,352 △13,000△13,000

208,000208,000

△252△252

477477

568,999568,999

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

国庫支出金 繰入金 県債
一般財源

番号

児童福祉施設整備助成費

１　事業の概要

　　児童福祉施設の耐震化・小規模ユニット化等を推進

　するため、社会福祉法人に対し、施設整備補助金を交

　付する。

　施設の整備計画及び補助単価に変更が生じたことによ

　る減額

　（１）児童福祉施設整備助成費　　　　△56,427千円

２　事業主体及び負担区分

　　（国1/2・県1/4）社会福祉法人1/4

３　地方財政措置の状況

　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　　9,500千円×1人＝9,500千円

５　事業説明
（１）目　　的　虐待等により家庭での養育が困難な児童に養育の場を提供するため児童福祉施設を確保する。

（２）必 要 性　当課所管施設等で耐震化に対応できていない施設等は15.8％（平成24年9月1日現在）となっている。
　　　　　　　入所児童等の居住環境の安全・安心を確保するために、対応できる施設等から順次、整備を進める必要
　　　　　　　がある。
　　　　　　　　また、児童養護施設・乳児院においては、措置児童のうち、被虐待児等処遇困難児の入所が6割程度
　　　　　　　を占めている。そうした児童に対し、よりきめ細かな処遇を実施するため、各施設において家庭的な小
　　　　　　　規模ユニット化を推進する必要がある。

（３）効　　果　要保護児童に「安心・安全」な養育の場を提供するとともに、児童の処遇向上を図ることができる。

（４）事業実績（見込み）　ケヤキホーム（Ａ棟）　　　　改築　　　　　　　（進捗率　 10%）
　　　　　　　　　　　　　ケヤキホーム（Ｂ、Ｃ棟）　　大規模修繕　　　　（進捗率　100%）
　　　　　　　　　　　　　康保会玉淀園　　　　　　　　改築　　　　　　　（進捗率　 70%）

　　　　　　　　　　　　　とちの実の郷　　　　　　　　改築　　　　　　　（進捗率　 50%）
　　　　　　　　　　　　　母子生活支援施設むつみ荘　　改築　　　　　　　（進捗率　 60%）

　　　　　　　　　　　　　若竹ホーム　　　　　　　　　大規模修繕　　　　（進捗率　100%）
　　　　　　　　　　　　　あゆみ学園　　　　　　　　　拡張　　　　　　　（進捗率　100%）
　　　　　　　　　　　　　さいたま市（いわつき乳児院）スプリンクラー整備（進捗率　100%）

（５）減額理由　平成25年度予算成立後に国庫補助単価に変更が生じたことによるもの。また、工事進捗率の変更、
　　　　　　　事業総額の変更および事業追加によるもの。

(単位：千円)

分野施策


